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防犯・防災特集  ʜʜʜʜʜ１～４面
救急車の要請は緊急時のみに ʜʜ５面
地域密着型サービスでより身近な介護を  ʜ６面
１５万人のひろば ʜʜʜʜʜʜ８～９面
おしらせ・９月の相談日  ʜʜ１２～１３面
９月の休日当番医 ʜʜʜʜʜʜʜ１６面

も
、
防
犯
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

自
発
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
野
田
市
防
犯
組
合
で
は
、

防
犯
へ
の
機
運
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
自
主
防
犯
組
織
の
設
立
を

積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
活

動
を
全
市
域
に
広
げ
て
い
こ
う
と
、

自
治
会
の
地
区
連
合
会
を
単
位
と
す
 

る
、　
の
支
部
を
組
織
し
、支
部
が
核

16
と
な
っ
て
、
市
内
全
域
で
の
防
犯
活

動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

防
犯
組
合
支
部
を
核
に

　
支
部
の
設
立
に
よ
り
、
複
数
の
自

治
会
の
活
動
地
域
に
ま
た
が
る
、
広

範
囲
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
定

期
的
な
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
個

別
の
自
主
防
犯
組
織
で
は
実
施
が
困

難
な
防
犯
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
部
内
で
定
期
的
に
会
議

を
開
い
て
、
地
域
内
の
防
犯
状
況
を

共
有
し
た
り
、
活
動
の
事
例
発
表
や

意
見
交
換
も
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

講
習
会
や
防
犯
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募

集
な
ど
、
自
治
会
単
位
で
は
参
加
者

が
少
な
く
実
施
が
困
難
だ
っ
た
幅
広

い
活
動
も
実
施
さ
れ
、
防
犯
の
意
識

を
高
め
て
い
ま
す
。

北
部
地
区
に
も「
ま
め
ば
ん
」

　
ま
た
市
で
は
、
事
件
・
事
故
の
発

生
状
況
、
人
口
・
世
帯
数
な
ど
か
ら

判
断
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
交
番
設
置

が
望
ま
し
い
南
部
地
区
（
み
ず
き
地

区
）
に
、
交
番
に
準
じ
た
施
設
と
し

て
、
独
自
に
「
野
田
市
南
部
安
全
安

心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
通
称
「
ま
め
ば

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
を
全
市
域
へ

　
野
田
市
域
が
、
平
成
　
、　
年
度

16

17

の
２
年
間
、
警
察
庁
か
ら
「
地
域
安

全
活
動
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
」
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は
中
央
地

区
と
南
部
地
区
を
重
点
地
区
に
選
定

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
、
空
き

巣
や
ひ
っ
た
く
り
な
ど
、
窃
盗
犯
の

■犯罪総数の推移（野田警察署管内）

※対象は空き巣、車両等盗難、ひったくりなどの窃盗犯

　
月
１
月
１
日日
七
光
七
光
台台
にに「「
第第
　

　
二二

ま
め
ば
ん

 
ま
め
ば
ん
」」開
設
開
設
やや

１０１０       自
主
自
主
防
犯
防
犯
・・
防
災
防
災
組
織
組
織
のの
設
立
設
立
をを
支支
援援

　
    ～
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち

～
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づづ
く
り
を
～

く
り
を
～

北部地区の「まめばん」は七光台地区に（完成予想図北部地区の「まめばん」は七光台地区に（完成予想図））

犯
罪
総
数
が
、
減
少
す
る

な
ど
の
効
果
が
現
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
重
点
地
区
以
外
で

防防犯犯・・防防災特災特集集

月
１
日

１０

　
市
は
、平
成
　
、　
年
度
に
警
察
庁
か
ら
、「
地
域
安
全
活
動
パ
イ
ロ
ッ
ト

16
17

地
区
」の
指
定
を
受
け
、中
央
と
南
部
地
区
で
重
点
的
に
防
犯
活
動
を
行
っ

た
結
果
、犯
罪
件
数
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、各
地
で
も
自
発
的
に
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。防
犯
へ
の
機
運
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、全
市
域
の
活
動
と
し

て
い
こ
う
と
、市
で
は
自
主
防
犯
組
織
や
防
犯
組
合
支
部
の
設
立
を
支
援
し
、

さ
ら
に
南
部
地
区
に
、交
番
に
準
じ
た
施
設「
ま
め
ば
ん
」を
開
設
。　
月
に

10

は
、
北
部
地
区
に
も「
ま
め
ば
ん
」
を
新
設
し
、
よ
り
一
層
防
犯
を
強
化
し

ま
す
。
一
方
、防
災
で
は
、　
年
に「
地
域
防
災
計
画
」を
修
正
し
、水
害
時
の

19

避
難
場
所
を
見
直
す
と
と
も
に
、「
災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
」も
策
定
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
万
一
の
時
の
避
難
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今

後
も
自
主
防
犯
・
防
災
組
織
の
設
立
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

防
　
　
犯

（
２
面
に
つ
づ
く
）



許

ん
」
を
　
年
に
設
置
し
ま
し
た
。

18

　
「
ま
め
ば
ん
」
に
は
、
７
人
の
防

犯
推
進
員
（
警
察
官
経
験
者
）
が
交

代
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
事
件
発
生
傾
向
や
小
学
生
の
下
校

時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
て
、　
時
か
ら

14

　
時
ま
で
毎
日
開
設
し
、
立
番
や
在

19所
勤
務
を
行
う
ほ
か
、事
件
・
事
故
発

生
時
の
被
害
の
拡
大
防
止
や
、
地
域

住
民
か
ら
の
防
犯
相
談
、
迷
子
の
保

護
、警
察
・
地
域
の
自
主
防
犯
組
織
と

の
連
携
な
ど
も
行
い
、地
域
の
防
犯
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
部
地
区
が
、
市
内
で
も

犯
罪
発
生
状
況
が
高
い
こ
と
や
、
交

番
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
近

年
の
住
宅
開
発
や
商
業
施
設
の
進
出

に
よ
り
、
人
口
や
世
帯
が
増
え
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
で
は
、「
ま
め

ば
ん
」
を
設
置
し
よ
う
と
、
現
在
準

時
間
、週
５
日
間
、全
市
域
の
巡
回
を

行
っ
て
い
ま
す
。パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

市
民
か
ら
の
通
報
や
警
察
か
ら
の
情

報
を
も
と
に
、
不
審
者
出
没
や
ひ
っ

た
く
り
、
空
き
巣
が
発
生
し
た
地
域

の
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
事

故
現
場
で
は
警
察
が
来
る
ま
で
の
安

全
確
保
な
ど
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
犯
罪
減
少
を
め
ざ
し

　
野
田
警
察
署
管
内
の
窃
盗
犯
の
犯

罪
総
数
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
事
業

　
こ
れ
ま
で
、
標
語
や
ポ
ス
タ
ー

の
募
集
、
自
転
車
へ
の
名
入
れ
運

動
、
自
転
車
に
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
自
治
会
運
動
会
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
会
の
提
案
で
、
名

札
を
つ
け
て
参
加
し
、
お
互
い
顔

と
名
前
を
覚
え
る
と
い
う
、
新
し

い
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

　
近
所
が
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と

が
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
提
案
で

　
　
み
ん
な
が
顔
見
知
り
に

防
犯
の
第
一
歩
は

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
か
ら

　
防
犯
活
動
の
第
一
歩
は
、
あ
い

さ
つ
や
声
か
け
で
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
は
、
子
ど
も

た
ち
や
住
民
に
は
も
ち
ろ
ん
、
見

慣
れ
な
い
人
に
も
声
を
か
け
ま
す

が
、
気
持
ち
よ
く
言
葉
を
交
わ
す

こ
と
で
、
顔
見
知
り
に
な
り
、
地

域
に
一
体
感
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
は
微
力
で
す
が
、
地
域

が
一
体
に
な
れ
ば
、
大
き
な
犯
罪

の
抑
止
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
を
非
行
か

ら
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
場
所
は
、
地
元
か
ら
無
償
で
使
用

で
き
る
土
地
の
提
供
が
あ
っ
た
、
ロ

ッ
ク
タ
ウ
ン（
七
光
台
）内
で
、　
月
10

に
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
南
部
地
区
の
ま
め
ば
ん
と

開
設
時
間
や
業
務
内
容
は
同
じ
で
、

防
犯
推
進
員
が
、
両
ま
め
ば
ん
に
交

代
で
勤
務
し
ま
す
。

野田市防犯組合
中野台堤台支部長
中山　覚さん

青
色
回
転
灯
搭
載
車
で
巡
回

　
ま
た
　
年
か
ら
、
下
校
時
刻
に
あ

18

わ
せ
て
、
防
犯
推
進
員
が
青
色
回
転

灯
搭
載
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
を

使
っ
て
、
小
学
校
や
中
学
校
な
ど
の

施
設
周
辺
や
通
学
路
な
ど
の
巡
回
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
２
台
体
制
で
１
日
５

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
の

強
化
に
取
り
組
み
始
め
た
　
年
以
降
、

16

大
幅
に
減
少
し
、
支
部
設
立
に
よ
る

全
市
的
な
防
犯
活
動
や「
ま
め
ば
ん
」

を
開
設
し
た
　
年
に
は
、
さ
ら
に
減

18

少
、
こ
こ
数
年
は
横
ば
い
に
推
移
し

て
い
ま
す
（
詳
細
は
1
面
の
グ
ラ
フ

参
照
）。

　
今
後
も
、
市
・
警
察
と
支
部
の
連

携
や
、
支
部
同
士
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
て
、情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
、
地
域
を
見
守

る
「
防
犯
の
目
」
を
市
内
全
域
に
張

り
巡
ら
せ
、「
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■北部地区の「まめばん」案内図（１０月１日から）

■南部地区の「まめばん」案内図

「まめばん」は南部地区の防犯の拠「まめばん」は南部地区の防犯の拠点点

各地域では定期的にパトロール各地域では定期的にパトロールがが

野田市防犯組合
西部支部長
東山忠義さん

※まめばんは、１４時から１９時まで開設しています。業務時ます。業務時
間外は、玄関近くの「非常通報電話」をご利用ください。間外は、玄関近くの「非常通報電話」をご利用ください。受受
話器を持ち上げるだ話器を持ち上げるだけけで、野田警察署につながりますで、野田警察署につながります。。



距

地
震
、
さ
ら
に
最
近
で
は
、
８
月
９

日
の
東
海
道
南
方
沖
の
地
震
、
同
月

　
日
の
静
岡
地
震
な
ど
は
記
憶
に
新

11し
く
、
多
く
の
家
屋
の
倒
壊
や
道
路

の
崩
壊
な
ど
の
被
害
だ
け
で
な
く
、

死
傷
者
も
出
ま
し
た
。

災
害
時
は
関
係
機
関
が
連
携

　
市
で
は
、
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
場
合
に
、
消
防
や
警
察
な
ど
の

地
域
内
の
関
係
各
機
関
が
連
携
し
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
「
野
田
市
地
域
防
災
計
画
」

を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　
年
に
は
、　
年
に
一
度
の

18

200

確
率
で
起
こ
る
大
雨
で
堤
防
が
壊
れ

た
場
合
の
洪
水
を
想
定
し
、
浸
水
す

る
可
能
性
の
あ
る
範
囲
を
地
図
に
示

し
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
洪

水
避
難
地
図
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
避
難
場
所
の
見
直
し
も

行
い
、浸
水
時
に
は
利
用
で
き
な
い
　19

施
設
を
指
定
か
ら
外
し
、
新
た
に
風

水
害
や
地
震
に
も
対
応
す
る
８
施
設

を
追
加
す
る
な
ど
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

地
域
で
被
害
を
最
小
限
に
　

　
し
か
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
す
べ
て
の
現
場
に
、
警
察
や
消

防
が
駆
け
つ
け
る
の
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（
４
面
に
つ
づ
く
）

地
震
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、

平
成
７
年
１
月
　
日
に
起
き
た
、
阪

17

神
・
淡
路
大
震
災
は
、
人
口
密
度
の

高
い
都
市
を
襲
っ
た
地
震
で
、
大
き

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
３
月
の
能
登
半
島
地

19

震
、
同
年
７
月
の
新
潟
県
中
越
沖
地

震
、　
年
６
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

20

　
消
防
団
は
、
現
在
市
内
に
　
分
30

団
あ
り
、　
か
所
あ
る
拠
点
を
中

56

心
に
、　
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

791

　
普
段
は
勤
め
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
安
全
の
た
め
、
日

々
、
火
災
予
防
を
広
報
す
る
夜
間

の
警
戒
や
、
応
急
手
当
の
習
得
、

火
災
や
水
害
が
起
き
た
と
き
に
、

消
防
署
の
要
請
に
い
ち
早
く
応
え
、

第
一
線
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
団
員
の
団
結
力
は
、本
当
に
自
慢

で
き
ま
す
。若
者
の
皆
さ
ん
に
、ぜ

ひ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

地
域
を
守
る
消
防
団
は

　
　
　
団
結
力
が「
決
め
手
」

地
域
の
お
年
寄
り
は

　
　
　
　
み
ん
な
で
守
る

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」と
い
う
意
識
で
、
毎
年
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
、
避
難

誘
導
や
初
期
消
火
、
通
報
訓
練
な

ど
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
関
宿
は
古
く
か
ら
、
水

害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
隣
近
所
が
助
け
合
う
と
い
う

基
礎
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
要
援
護
者
支
援
計
画
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
の
お
年

寄
り
を
み
ん
な
で
助
け
る
の
は
当

た
り
前
と
、
計
画
を
ス
ム
ー
ズ
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

畿
地
方
を
中
心
に
襲
っ
た
台
風
　
号
23

な
ど
で
、
水
害
に
よ
り
一
人
暮
ら
し

や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な

る
な
ど
、
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
災
害
発
生
時

に
、
一
人
で
の
避
難
が
難
し
い
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
、
手
助
け
が
必
要

な
方（
要
援
護
者
）の
避
難
支
援
対
策

と
し
て
、　
年
に
「
災
害
時
要
援
護

19

者
支
援
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
要
援
護
者
支
援
計
画
で
は
、
個
人

情
報
に
配
慮
し
て
、
要
援
護
者
自
ら

が
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
に
支

援
を
希
望
す
る
と
、
自
治
会
な
ど
が

自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
地
図
や

必
要
な
支
援
の
内
容
な
ど
を
記
入
し

た
「
個
別
避
難
支
援
計
画
」
を
作
成

　
ま
た
、
個
人
や
家
族
の
力
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
で
協
力

し
、
助
け
合
っ
て
、
被
害
の
拡
大
を

防
ぎ
、
災
害
復
旧
に
取
り
組
む
、
地

域
の
自
主
防
災
活
動
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
７
年
か
ら
、「
自

主
防
災
組
織
」
を
自
治
会
単
位
で
結

成
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
１
日
現
在
、
自
主
防
災
組
織

は
、
昨
年
同
時
期
か
ら
　
組
織
、
約

10

千
　
世
帯
が
増
え
、　
組
織
、
約
２

684

125

万
３
千
世
帯
で
す
が
、市
内
全
体
で
、

ま
だ
　
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
組
織
率

38

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

も
、地
域
で
の
結
束
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
を
避
難

　
　
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
や
、
近

16

　
９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」
は
、

大
正
　
（
１
９
２
３
）
年
、 未
  曾
  有
 

み
 
ぞ
 
う

12

の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
関
東
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
、
災
害
に
備
え
よ

う
と
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
以
降
、
関
東
で
は
、
大
震
災
級
の

要援護者を想定した避難訓練要援護者を想定した避難訓練もも（昨年撮影）（昨年撮影）

野田市消防団
副団長
近藤利夫さん

砂南自治会
自主防災会
石塚一男さん

防
　
　
災



▼
避
難
場
所
（
　
か
所
・
標
示
看
板

74

を
設
置
し
て
い
ま
す
）
…
【
関
宿
北

部
地
区
】
関
宿
城
博
物
館
・
関
宿
に

こ
に
こ
水
辺
公
園
、
関
宿
あ
お
ぞ
ら

広
場
、
関
宿
北
部
公
民
館
、
関
宿
中

学
校
、
関
宿
小
学
校
、
元
町
香
取
神

社
、
下
納
谷
浅
間
神
社
【
関
宿
中
部

地
区
】
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
フ
ァ
ー
マ

（
株
）、
関
宿
幼
稚
園
、
二
川
小
学
校
、

関
宿
中
部
幼
稚
園
、
関
宿
中
部
公
民

館
、
二
川
中
学
校
、
古
布
内
保
育
所
、

古
布
内
浄
禅
寺
、
関
宿
複
合
セ
ン
タ

ー
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
関
宿
中
央

公
民
館
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関

宿
中
央
小
学
校
【
関
宿
南
部
地
区
】

飯
塚
白
山
神
社
、木
間
ケ
瀬
中
学
校
、

関
宿
南
部
幼
稚
園
、
木
間
ケ
瀬
小
学

校
、
関
宿
総
合
公
園
（
体
育
館
）、
関

宿
南
部
公
民
館
、木
間
ケ
瀬
保
育
所
、

関
宿
高
校
【
川
間
地
区
】（
株
）
U
S

S
東
京
、
川
間
小
学
校
、
川
間
公
民

館
、
川
間
中
学
校
、
西
武
台
千
葉
高

校
、
尾
崎
小
学
校
【
北
部
地
区
】
北

部
中
学
校
、
岩
木
小
学
校
、
北
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
七
光
台
小
学

校
、
野
田
中
央
高
校
、
岩
名
中
学
校
、

北
部
公
民
館
、
北
部
小
学
校
【
東
部

地
区
】
柳
沢
小
学
校
、
東
部
公
民
館
、

東
部
中
学
校
、
東
部
小
学
校
、
東
葛

飾
教
育
事
務
所
東
葛
飾
研
修
所
、
文

化
セ
ン
タ
ー
、宮
崎
小
学
校
、第
二
中

学
校
、
野
田
看
護
専
門
学
校
【
中
央

し
、
い
͟
と
い
う
時
に
備
͑
ま
す
。

　
一
方
、
支
援
を
希
望
を
し
な
い
方

に
は
、
災
害
発
生
時
に
、
市
が
所
有

す
る
情
報
を
、
自
治
会
な
ど
に
提
供

し
て
、
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
個
別
避
難
支
援
計
画
は
、

水
害
時
だ
け
で
な
く
地
震
時
に
も
活

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
全
市
域
の
自

治
会
な
ど
で
策
定
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
市
で
は
自
治
会
連
合
会
へ
の

協
力
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
希
望

に
よ
り
各
地
域
で
の
説
明
会
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
区
】
総
合
公
園（
体
育
館
）、
清
水

高
校
、
清
水
公
園
、
旧
専
売
公
社
跡

地
、
清
水
台
小
学
校
、
愛
宕
神
社
、

第
一
中
学
校
、鹿
島
神
社
、中
央
小
学

校
、キ
ッ
コ
ー
マ
ン
野
球
場
、朝
日
ケ

丘
公
園
【
南
部
地
区
】
南
部
中
学
校
、

南
部
小
学
校
、
南
部
梅
郷
公
民
館
、

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
山
崎

小
学
校
、
み
ず
き
小
学
校
、
東
京
理

科
大
学
【
福
田
地
区
】
福
田
第
一
小

学
校
、
福
田
中
学
校
、
福
田
公
民
館
、

二
ツ
塚
小
学
校
、
福
田
第
二
小
学
校

※
避
難
場
所
へ
の
移
動
経
路
な
ど
の
確

認
に
は
、市
役
所
、
支
所
、
公
民
館
な
ど

で
、
無
料
で
配
布
し
て
い
る
公
共
施
設

等
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
こ
と
は
土
木
課
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
計
画
の
う
ち

障
害
者
の
こ
と
は
社
会
福
祉
課
、
高

齢
者
の
こ
と
は
高
齢
者
福
祉
課

　市では、犯罪の未然防止や災害に備え、より早い情報
伝達手段として、携帯電話などの電子メールを活用した、
安全安心メール「まめメール」を６月に開設しました。
　現在、「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情報」「光化
学スモッグ情報」「火災情報」を配信しています。
　「まめメール」の登録は、携帯電話とパソコンの両方か
ら、簡単に行うことができますので、詳細は野田市ホー
ムページ（携帯版含む）をご覧ください。

 防犯・防災情報を
　     いち早く携帯電話で

noda-reg@mlreg.tricorn.net

②情報を選択し、登録完了

空メール用
QRコード

　空メールを送信すると、折り返し、登録
案内メールが届きます。
　なお、バーコードリーダー機能のある携
帯電話で、QRコードを読み込むと空メー
ルアドレスが読み取れます。

①空メールを送信する

　登録案内メールに記載した登録画面のホームページを開き、
「防犯情報」「子ども安全情報」「防災情報」「光化学スモッグ情
報」「火災情報」の中から欲しい情報を選択し、登録完了です。

【問合せ】防犯情報・防災情報は市民生活課、子ども安
全情報は青少年課、光化学スモッグ情報は環境保全課、
火災情報は消防署☎７１２４－０１１９

～　まめメール登録方法　～

浸
水
被
害
の
早
期
解
決
を
め
ざ
し

　
ま
た
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た
集

中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
、
市
内

各
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、市
で
は
現

場
検
証
を
行
い
、緊
急
度
や
被
害
の
状

況
な
ど
も
み
な
が
ら
、浸
水
被
害
に
対

す
る
対
応
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
応
急
対
策
と
し
て
、
昨
年
　
月
と

12

３
月
の
補
正
予
算
で
、
集
水
 桝
 の
増

ま
す

設
や
側
溝
の
設
置
、
汚
泥
の
除
去
な

ど
維
持
管
理
的
な
復
旧
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
今
年
度
は
、
水
路

の
改
修
や
道
路
 嵩
  上
 げ
な
ど
規
模
が

か
さ
 あ

大
き
な
工
事
を
随
時
進
め
て
い
ま
す
。

避
難
場
所
は
全
部
で
　
か
所

７４

　
万
一
、
災
害
が
起
き
た
場
合
や
災

害
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、

市
の
職
員
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ

た
動
員
配
備
体
制
に
基
づ
き
、
支
部

連
絡
所
や
避
難
場
所
な
ど
に
速
や
か

に
参
集
し
、
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
当
地
区
の
被
害
状
況
な

ど
を
把
握
し
、
災
害
対
策
本
部
と
避

難
場
所
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
災
害
復
旧
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

避難場所はガイドマップで確避難場所はガイドマップで確認認
鋸



漁

生
を
知
る
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
火
を
出
さ
な
い
こ
と
が
一
番
大
切

で
す
が
、
万
一
火
が
出
た
と
き
に
備

え
、
ま
だ
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

を
取
り
付
け
て
い
な
い
住
宅
は
、
早

急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」は
、煙
や

熱
を
感
知
し
、
警
報
音
や
音
声
で
火

災
を
知
ら
せ
る
機
器
で
、新
築
住
宅
は

平
成
　
年
か
ら
、既
存
住
宅
は
昨
年
６

18

月
か
ら
設
置
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
る
住
宅
は
、就
寝
に
使
用

す
る
部
屋
が
あ
る
一
戸
建
て
や
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
全
て
の
建
物
で
、原
則
、

寝
室
と
、寝
室
が
階
上
に
あ
る
階
段
に

は
、設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
全
国
の
死
者
数

の
実
に
７
割
近
く
は
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
原
因
で
、
機
器
を
設
置
す
れ
ば
、

初
期
段
階
で
火
災
を
知
り
、
早
急
な

消
火
活
動
と
避
難
に
よ
っ
て
、
犠
牲

者
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
火
災
は
、い
か
に
早
く「
火
災
の
発

ど
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
共
同
購
入
の
説
明
会
も

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ま

と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
、
価
格
が

安
く
な
る
こ
と
や
、
悪
質
な
訪
問
販

売
の
被
害
を
防
止
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、消
防
本
部
で
は
、機
器
の
共
同

購
入
の
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
を
単
位
と
し
て
説
明
を
行

い
ま
す
の
で
、日
程
な
ど
の
調
整
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

 逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

  　
火
災
警
報
器
の
設
置
を

◆
悪
質
訪
問
販
売
に
注
意
を

　
な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

消
防
設
備
業
者
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

家
電
量
販
店
、
電
気
店
な
ど
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
員
と
偽
っ
た
り
、「
今
す
ぐ

に
設
置
し
な
い
と
違
法
に
な
る
」な
ど

と
言
っ
て
、
設
置
を
迫
る
訪
問
販
売

業
者
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関

が
、住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
な

■■火災警報器の設置火災警報器の設置例例

救
急
救
急
車車
のの
要
請
要
請
はは

　
  　
　
緊緊
急急
時時
の
み
の
み
にに

　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

　
市
で
は
、
合
併
時
の
重
点
事
業
の

一
つ
だ
っ
た
、
関
宿
北
出
張
所
を
平

成
　
年
に
開
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、

16
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
市
内
全
域
に

救
急
車
両
が
５
分
以
内
で
到
着
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、現
在
、消
防
署
、４
分
署（
中

央
・
関
宿
・
北
・
南
）、
１
出
張
所

（
関
宿
北
）
に
、
合
計
６
台
の
救
急
車

を
配
置
し
、
急
病
や
け
が
を
し
た
方

を
病
院
へ
搬
送
し
て
い
ま
す
。

◆
重
症
患
者
を
救
う
た
め
に

　
し
か
し
、
近
年
の
救
急
出
動
の
増

加
に
よ
っ
て
、
救
急
車
が
不
足
し
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
年
の
市
消
防
の
１
年
間
の
救
急

20
出
動
件
数
は
、
５
千
　
件
で
、
市
民

848

の
お
よ
そ
　
人
に
１
人
が
救
急
車
で

26

病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、中
に
は
、軽
い
病
気
や
け
が
、タ

ク
シ
ー
代
わ
り
の
利
用
な
ど
緊
急
性

の
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
救
急
車
は
、
急
い
で
病
院
へ
搬
送

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、
ほ

か
に
搬
送
す
る
手
段
が
な
い
場
合
に

活
用
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
重
症
や
 危
  篤
 状
態
な
ど
、
本
当
に

き
 と
く

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
の

た
め
に
も
、
良
識
あ
る
正
し
い
救
急

車
の
利
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
　
番
は
落
ち
着
い
て

１１９
　
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は
、慌
て

ず
に
落
ち
着
い
て
、住
所
や
目
標
に
な

る
建
物
、傷
病
者
の
人
数
、性
別
、年

齢
、容
態
、連
絡
者
本
人
の
氏
名
と
電

月
　
日
上
　
時
～
　
時
、
市
役
所
８

26

13

17

階
大
会
議
室
を
会
場
に
、「
救
急
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
中
学
生
に
よ
る
A

E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
の
発

表
や
、「
小
児
の
心
肺
停
止
と
予
防
」

と
題
し
た
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
警
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
９

－

救
急
車
到
着
前
な
ど
で
も
慌
て
ず
に

心
肺
 蘇
  生
 法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き

そ
 せ
い

る
よ
う
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
治
会

や
企
業
に
は
、出
張
講
習
会
も
行
い
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
９
月
　
日
に
は
救
急
フ
ェ
ア
開
催

26

　
ま
た
、救
命
手
当
や
A
E
D
の
必
要

性
を
広
め
よ
う
と
、野
田
・
松
戸
・
柏
・

流
山
・
我
孫
子
の
５
市
合
同
で
、
９

話
番
号
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、救
急
車
到
着
ま
で
に
、応
急
手

当
や
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
、救
急
車
の
現
場
へ
の
誘
導

を
行
い
、救
急
隊
が
到
着
し
た
ら
、傷
病

者
の
容
態
変
化
や
行
っ
た
応
急
手
当
、持

病
が
あ
れ
ば
病
名
と
、か
か
り
つ
け
の

病
院
名
な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◎
応
急
手
当
の
講
習
会
を
随
時
開
催

　
な
お
、
消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
、

５分以内到着
エリアマップ

※到着は道路事情などにより、遅れ
る場合もあります。
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 長
寿
を
祝
い

　
 ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を

　
９
月
の
第
３
月
曜
日
は
、「
敬
老
の

日
」
で
す
。

　
敬
老
の
日
に
は
、多
年
に
わ
た
り
、

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
敬
愛
す

る
と
と
も
に
、長
寿
を
祝
い
な
が
ら
、

高
齢
者
の
心
を
受
け
継
ぎ
、
一
人
ひ

計（人）女（人）男（人）年齢（歳）
１１０１０７
１０１１０６
１１０１０５
０００１０４
１１０１０３
５３２１０２
４４０１０１
８６２１００
１５１３２９９
３０２４６９８
４７３７１０９７
５９４７１２９６
８６６５２１９５
１０１７９２２９４
１４１１１２２９９３
１７４１３８３６９２
１９９１５０４９９１
１９８１５１４７９０
１,０７１８３２２３９計

■市内の９０歳以上の年齢別一覧

※年齢は９月１日現在の満年齢です。
　また、人数は８月１日現在です。

 地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で

　
　
　
よ
り
身
近
な
介
護
を

　
現
在
、
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

全
国
的
に
介
護
保
険
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
野
田
市
も
例
外
で
は
な
く
、
平
成

　
年
４
月
現
在
で
、　
歳
以
上
の
人

21

65

口
は
３
万
千
　
人
と
な
り
、
高
齢
化

913

率
は
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
５
人

20

34

に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。

　
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
の
特
性
や
実
情
に

き
め
細
か
く
対
応
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

「
野
田
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画（
野
田
市
シ
ル
バ
ー
プ

ラ
ン
）
に
基
づ
き
、「
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
」の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
自
宅
の
近
く

で
通
い
や
泊
ま
り
な
ど
が
で
き
る

「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」や
、

認
知
症
の
高
齢
者
が
自
宅
か
ら
通
い

な
が
ら
介
護
や
機
能
訓
練
を
受
け
る
 

「
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」、
認
知

症
の
高
齢
者
が
家
庭
的
な
環
境
の
中

で
、共
同
生
活
を
送
る「
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
」、小
規
模
な
施
設

に
入
所
し
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
介

護
、健
康
管
理
を
受
け
る「
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」が
あ
り
ま
す
。

◆
今
後
も
計
画
的
に
施
設
を
整
備

　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、利
用

対
象
者
を
市
民
と
し
て
お
り
、市
が
事

業
者
の
指
定
・
監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
市
で
は
、
市
内
に
　
の
事
業

17

所
を
指
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
圏
内
に
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
が
い
な
い
と
こ
ろ
に

は
、
新
規
事
業
者
参
入
を
促
進
す
る

な
ど
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
な
お
、サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、各
事
業
所
か
、高
齢
者

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課

電話所在地事業所サービス内容種　別

☎７１２２-３８００上花輪
７２１-1コモホーム上花輪

「通い」を中心に、「訪問」
や「泊まり」を組み合わせ
た多様なサービスが利用で
きます。昼夜を通じて同じ
顔ぶれの職員が対応します
のでより安心です。

小規模多機能
型居宅介護

☎７１２４-０３４７鶴奉１７３-7ゆたりら鶴奉の家

☎７１２６-１３８５山崎２１２７-2ツクイ梅郷サニー
ガーデン

☎７１２６-４７００山崎１４４８-1デイハウスけやき
の杜

☎７１２０-３３３５目吹２０１１-3きららほーむ

☎７１２１-２１３１鶴奉２７０-5デイサービスセン
ター亀野園

認知症の「要介護者」、「要
支援者」を対象とした「デ
イサービス」で、日帰りで
食事、入浴の提供などの日
常生活上の世話、機能訓練
などを行います。

認知症対応型
通所介護
（認知症対応型
デイサービス）

☎７１３８-３９８７三ツ堀
１０８９-４８デイホーム野の花

☎７１２２-２９８０中野台３２２コモホーム中野台

☎７１９９-８８６１下三ケ尾８７８デイホームあおさ
ぎの家

☎７１９６-５３０５古布内
１６８８-1

デイサービスまあ
るい手

☎７１２６-８６８６上花輪５８８あったかさん

認知症の「要介護者」、「要
支援２の方」が、５人から
９人程度で家庭的な環境の
中で、スタッフの支援を受
けながら生活を行う共同住
宅です。

認知症対応型
共同生活介護
（認知症高齢者
グループホーム）

☎７１２７-８４１１中里１５６４-2グループホームす
ずらん

☎７１２５-７１６５中根２０７グループホームせ
いしん

☎７１２６-４７０６山崎１４４８-1グループホームけ
やきの杜

☎７１２０-４７４４木間ケ瀬
４８７７-1

グループホームバン
ヤンツリー関宿

☎７１２２-１４６４鶴奉２６４特別養護老人ホーム
野田市楽寿園

定員２９人以下の特別養護老
人ホームです。在宅介護が
困難で常時介護を必要とす
る「要介護者」に、日常生
活の世話や、機能訓練、健
康管理などを行います。

地域密着型介護
老人福祉施設
（小規模特別養
護老人ホーム） ☎７１２０-３３３５目吹２０１１-3ヴィラ・ほまれの家

■地域密着型サービスの種別と事業所

と
り
が
平
和
で
明
る
い
社
会
を
築
い

て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
個
人
氏
名

は
掲
載
せ
ず
、
市
内
に
住
む
　
歳
以
上

９０

の
方
の
人
数
の
み
を
掲
載
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
福
祉
課



魚

　
９
月
　
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。

10

　
台
風
が
よ
く
来
襲
す
る
こ
の
時
期

が
、
雨
水
の
排
除
を
役
割
の
ひ
と
つ

と
し
て
い
る
下
水
道
の
、
普
及
や
活

用
な
ど
を
広
め
る
の
に
適
し
て
い
る

と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
快
適
で
健
康
的
な
住
環

境
整
備
と
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、公

共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
各

家
庭
で
は
、
浄
化
槽
な
し
で
水
洗
ト

イ
レ
が
設
置
可
能
と
な
り
、
く
み
取

り
ト
イ
レ
の
に
お
い
が
消
え
、不
快
な

虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、道
路
側
溝
や
水
路
に
も
、汚

水
が
流
れ
ず
清
潔
で
快
適
な
環
境
に

な
り
、
さ
ら
に
は
、
水
源
で
あ
る
河

川
や
地
下
水
を
汚
さ
な
く
な
り
ま
す
。

◎
接
続
は
お
早
め
に

　
公
共
下
水
道
で
処
理
可
能
な
区
域

の
建
物
は
、
下
水
道
法
に
よ
り
、
汚

水
を
直
接
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
処
理
可
能
区
域
で
、
く
み
取
り
ト

イ
レ
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
供
用

開
始
日
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
限
内
で
な
る
べ
く
早
い
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、浄
化
槽
に
よ
り
処
理
し
て
い

る
方
は
、遅
滞
な
く
、お
お
む
ね
１
年

以
内
を
目
安
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
・
利
子
補
給
制
度
も

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
安

心
し
て
接
続
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、「
野
田
市
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
」
を
定
め
て
い
ま
す
の

で
、
接
続
工
事
は
、
指
定
工
事
店
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、排
水
設
備
工
事（
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
）の
費
用
は
、建
物
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
方
が
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
市
で
は
、
工
事

資
金
の
助
成
制
度
と
し
て
、
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
と
、
そ
の
際
に
発
生

１０月から 乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
現
在
、
公
的
年
金（
厚
生
年
金
、
企

業
年
金
、共
済
年
金
な
ど
）を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
の
中
で
、
市
・
県
民
税

の
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、
市
役
所

や
金
融
機
関
の
窓
口
な
ど
に
出
向
い

て
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、　
月
か
ら
は
公
的
年
金
支
給

10

時
に
、
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に
よ

る
納
め
方（
特
別
徴
収
制
度
）に
変
わ

り
ま
す
。

　
本
制
度
は
、
市
・
県
民
税
の
納
め

方
が
変
わ
る
だ
け
で
す
の
で
、
１
年

間
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
額
が
変
わ

っ
た
り
、
新
た
な
税
負
担
が
生
じ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
本
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

年
金
所
得
に
か
か
る
税
額
を
、
給
与

か
ら
引
き
落
と
し
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、個
人
納
付（
普
通
徴
収
）、ま

た
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と

し
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
は
、
平
成
　
年
１
月
１
日
か

21

ら
野
田
市
に
住
所
を
有
し
、
４
月
１

日
現
在
で
、　
歳
以
上
の
年
金
受
給

65

者
で
、
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る

市
・
県
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方

で
す
。

　
た
だ
し
、
公
的
年
金
な
ど
の
年
額

が
　
万
円
未
満
の
方
や
、
野
田
市
の

18
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
な
い
方
、　
年
中
に
、
公

20

的
年
金
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て
な

い
方
、
公
的
年
金
な
ど
か
ら
、
所
得

税
・
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
・
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

保
険
料
を
差
し
引
い
た
額
が
、
市
・

県
民
税
額
よ
り
少
な
い
方
は
、
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
今
年
度
の
納
付
方
法

　
６
、
８
月
分
は
、
す
で
に
送
付
し

た
納
税
通
知
書
で
納
付
し
て
い
た
だ

き
、　
月
以
降
は
公
的
年
金
支
給
時

10

に
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、特
別
徴
収
に
よ
る
税
額
は
、

送
付
し
た
納
税
通
知
書
の
４
枚
目

（
税
額
決
定
通
知
書
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
今
後
、
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら

な
く
な
っ
た
方
に
は
、
納
税
通
知
書

を
新
た
に
送
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
課
税
課

す
る
利
子
の
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
定
工
事
店
は
、
下
水
道
課
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
資
金
の
助
成

制
度
の
詳
細
な
ど
、
ご
不
明
な
点
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
９
月
５
日
に
相
談
窓
口
開
設

　
市
で
は
、
下
水
道
の
普
及
と
促
進

に
向
け
て
、
９
月
５
日
上
　
時
～
　

10

15

時
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア

店
・
泉
の
広
場
を
会
場
と
し
て
、「
下

水
道
の
相
談
窓
口
」を
開
設
し
ま
す
。

　
下
水
道
に
関
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の

質
問
や
相
談
に
お
答
え
す
る
と
と
も

に
、風
船
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
配
布

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）
も
行
い
ま
す

の
で
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
下
水
道
課

市
・
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら

　
　
　
　
 直
接
引
き
落
と
し
へ

平成２２年
２月１２月１０月８月

平成２１年
６月 

公的年金の
支　給　月

公的年金支給時に引き落とし
（特別徴収）

納税通知書で納付
（普通徴収）

市・県民税の
納付方法

年税額の
６分の１

年税額の
４分の１ 税　　額

※平成２０年の所得が公的年金等のみで、２１年も同じ場合

■平成２１年度の納付方法　　

 河
川
や
地
下
水
の
浄
化
に

　
　
    下
水
道
へ
の
接
続
を

下水道接続で河川の水質下水道接続で河川の水質保保全も全も
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市
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
も
市
の
仕
事
や
地
場
産
業

な
ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、８
月
４
日
に「
親
子
公
共

施
設
等
見
学
会
」を
開
催
し
、　
組
　
人
が
参
加
し
た
。

10

26

　
当
日
は
、
清
掃
工
場
や

消
防
署
、
し
ょ
う
ゆ
工
場

を
見
学
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
は
し

ご
車
に
乗
れ
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
」「
ご
み
を
減

ら
す
方
法
を
家
族
で
も
話

し
合
い
た
い
」
な
ど
の
声

が
あ
っ
た
。

ご
み
分
別
の
大
切
さ
も

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
に

間近で粗大ごみ処理の見学も

パ
パ
も
マ
マ
も
大
声
援

　
我
が
子
の”
は
い
は
い
競
争
”

　
子
育
て
の
支
援
事
業
を
展
開
す
る
「
野
田
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
事
業
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
８
月
１
日
に
総
合
福

祉
会
館
で
、「
は
い
は
い
コ

ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
た
。

　
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

　
人
が
、「
は
い
は
い
」の
速

49度
を
競
い
、あ
っ
と
い
う
間

に
ゴ
ー
ル
し
た
り
、動
か
な
い

子
な
ど
が
い
て
、ハ
ラ
ハ
ラ

す
る
家
族
の
声
援
で
、会
場

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

赤ちゃんの健闘に大きな拍手も

　
市
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
進
め
る
中
、ご
み
減
量

の
推
進
と
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力

使
わ
な
い
安
全
な
農
産
物
の
生
産
へ

向
け
て
、平
成
　
年
４
月
に
、堆
肥
セ

12

ン
タ
ー
を
、船
形
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
の
堆
肥
化
事
業
は
、

各
家
庭
な
ど
で
ご
み
と
し
て
処
分
し

て
い
た
剪
定
枝
や
枯
れ
草
な
ど
を
、

優
良
な
肥
料
に
変
え
、ご
み
を
農
業
資

源
と
し
て
再
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
剪
定
枝
を
粉

砕
し
た
り
、
落
ち
葉
を
裁
断
し
た
も

の
を
一
定
期
間
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
で
は
、　
年
か
ら
、

19

同
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
の
ほ
か
に
、
農

家
で
処
分
に
困
っ
て
い
た
も
み
殻
と
、

酪
農
家
で
処
理
に
困
っ
て
い
た
牛
ふ

ん
を
堆
肥
化
し
た「
も
み
殻
牛
ふ
ん
混

合
堆
肥
」
づ
く
り
に
取
り
組
み
、　20

年
か
ら
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い
環
境
保
全
型
農
業
で
、
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
も
み
殻
牛
ふ
ん
混
合
堆
肥
」

は
、今
春
か
ら
購
入
を
希
望
さ
れ
て
い

る
市
内
の
農
家
に
活
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
出
来
上
が
っ
た
農
産
物

は
、一
般
の
市
場
や「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野

田
」へ
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙上公共施設見学会「堆肥センター」

家庭から出る剪定枝などを堆肥に
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市民訪問

開
館
か
ら
半
世
紀

　
よ
り
魅
力
的
な
博
物
館
に

関
根
　
一
男
さ
ん

　
野
田
市
郷
土
博
物
館
は
、日
本
武

道
館
や
京
都
タ
ワ
ー
も
手
が
け
た
山

田
守
の
設
計
に
よ
る
、 唯
  一
 の
博
物

ゆ
い
 い
つ

館
で
、
今
年
４
月
に
開
館
　
周
年
を

50

迎
え
ま
し
た
。　
月
　
日
ま
で
は
山

10

12

田
守
の
足
跡
を
紹
介
す
る
特
別
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
同
館
は
、現
在
、地
域
の
自
然
環
境

や
歴
史
文
化
の
調
査
、
情
報
発
信
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
る
、
N
P
O
法

人「
野
田
文
化
広
場
」が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

今
春
か
ら
、同
法
人
の
理
事
、関
根
一

男
さ
ん
が
館
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　「
野
田
の
歴
史
、伝
統
、風
土
を
 頑
 な
か
た
く

に
守
り
続
け
な
が
ら
も
、だ
れ
も
が
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
感
じ
ら
れ
る
、 癒
 や
い

し
の
博
物
館
に
し
た
い
」と
関
根
さ
ん
。

　「
趣
味
の
ひ
と
つ
は
、陶
器
や
工
芸

品
な
ど
の
 骨
董
 品
収
集
で
す
。
リ
サ

こ
っ
と
う

イ
ク
ル
店
を
め
ぐ
っ
て
探
す
の
も
楽

し
い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
な
が

ら
も
、「
館
長
と
し
て
今
ま
で
の
積
み

上
げ
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
私
が
信
念

を
持
っ
て
郷
土
を
支
え
る
“
土
〟
と

な
り
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

野
田
市
郷
土
博
物
館
・
市
民
会
館
指
定
管

理
者
館
長
・
野
田
在
住
・
昭
和
　
年
生
ま
れ

21
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学校訪問（３１）　第一中学校

　
第
一
中
学
校
は
、
昭
和
　
（
１
９

22

４
７
）
年
に
、
野
田
町
立
野
田
中
学

校
と
し
て
開
校
し
、
同
　
年
の
第
二

26

中
学
校
新
設
に
よ
り
、
現
在
の
名
称

に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
　
人
の
生
徒
が
通
う
同
校
は

697

共
通
問
題
を
考
え
、
基
礎
力
を
高
め

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、生
徒
た
ち
の
工
夫
で
、「
聴
く

力
」も
鍛
え
よ
う
と
、今
年
度
か
ら
は
、

す
べ
て
の
問
題
を
校
内
放
送
で
読
み

上
げ
て
行
う
こ
と
も
始
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
企
画
運
営
す
る
力
を
育

て
る
た
め
、

入
学
式
や
全

校
集
会
な
ど

で
は
、
当
日

の
動
き
の
確

認
な
ど
を
、

生
徒
た
ち
自

身
で
確
認
し

ラ
ス
の
合
唱
や
吹
奏
楽
の
演
奏
を
発

表
す
る
「
音
楽
発
表
会
」
を
文
化
会

館
で
開
催
し
、
保
護
者
や
地
区
の
皆

さ
ん
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、通
学
中
の「
あ
い

さ
つ
運
動
」に
も
取
り
組
み
、地
域
に

根
ざ
し
た
教
育
を
進
め
る
計
画
で
す
。

た
り
、
注
意

し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、

地
域
と
の
交

流
を
深
め
よ

う
と
、
毎
年

　
月
に
全
ク

10

市
内
で
２
番
目
に
大
き
く
、
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
が
、「
自
立
と
貢
献
が
で

き
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

学
年
を
超
え
た
活
動
も

　
共
に
学
び
学
力
を
高
め
て
い
こ
う

と
、
朝
の
自
習
時
間
に
、
生
徒
た
ち

自
ら
国
語
・
数
学
・
英
語
の
各
学
年

生徒自らが指揮をとっ生徒自らが指揮をとってて

 冬  瓜 スープ
とう がん

 李  玲 さん（五木新田）
り れい

①豚のひき肉と卵、調味料を合わせ肉団子を作る
②冬瓜は皮をむき、中のタネを取って、５ミリほ
どに薄切り③鍋に水を入れ、沸騰させたら①を入
れて、再度沸騰したら、中火にし、②と春雨を入
れ、５分ほど煮る④③に塩・コショウ、うま味調
味料を入れて味を調え、器に盛って、三つ葉をの
せて出来上がり。
※子どもたちにも大人気の一品です。夏バテ気味な
ときも、さっぱりとした味でご飯が進みます。
《材料》４人分：冬瓜４分の１（約１キロ）、豚ひき肉１００g、卵
１個、春雨少々、水６００～８００cc、調味料（長ネギ・ショウガみ
じん切り少々、塩・コショウ少々、しょう油中さじ２）、うま
味調味料少々、三つ葉か 香  菜 少々

シャン ツァイ

発表会には毎年約５０発表会には毎年約５０００人の“ファン”人の“ファン”がが

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

　
お
ど
り
と
音
楽
を
テ
ー
マ
に
、「
野
田
夏
ま
つ
り
躍

り
七
夕
」が
、８
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
本
町
通

り
を
中
心
に
、同
実
行
委
員
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　
地
元
商
店
会
の
趣
向
を

 凝
 ら
し
た
竹
飾
り
や
野
田

こお
ど
り
パ
レ
ー
ド
、
よ
さ

こ
い
節
で
踊
っ
て
競
う
野

田
こ
い
ま
つ
り
コ
ン
テ
ス

ト
、
ミ
ニ
広
場
で
の
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
期
間

中
は
約
　
万
人
の
人
で
賑

12

わ
っ
た
。

吹奏楽部のパレードも（西武台千葉中学・高校）

色
鮮
や
か
な
竹
飾
り
と

　
　
お
ど
り
や
音
楽
で
賑
や
か
に

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　
写
真
は
、昭
和
　（
１
９

43

６
８
）
年
ご
ろ
撮
影
さ
れ

た
も
の
で
、
提
供
者
の
渡

辺
さ
ん
が
、
お
兄
さ
ん
の

車
の
前
で
写
し
て
も
ら
っ

た
も
の
で
す
。

　
当
時
は
、
三
輪
の
車
や

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
仕
事
用
の

自
動
車
は
よ
く
走
っ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
乗
用
車

は
少
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
車
の
整
備
士
を
目
指
し

て
、
都
内
へ
見
習
い
に
行

っ
て
い
た
兄
が
遊
び
に
来

た
と
き
に
撮
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。高
級
な
乗
用
車

で
も
今
の
よ
う
に
エ
ア
コ

ン
は
な
く
、暑
い
時
期
は
、

窓
を
全
開
に
し
て
走
っ
て

い
ま
し
た
ね
」と
渡
辺
さ
ん
。

　「
兄
の
車
を
目
の
前
に
し

て
、乗
用
車
へ
の
憧
れ
が
強

く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。当
時
は
私
も
、自
動

車
関
係
の
仕
事
に
就
こ
う

と
地
元
で
見
習
い
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
一
生
懸

命
働
い
て
、い
つ
か
は
自
分

も
乗
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
な
く
と
も

　
　
　
 憧
れ
た
乗
用
車写真提供＝渡辺正さん（木間ケ瀬）
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 サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
児
童
の
指
導
や
支
援
を
　

　
市
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領

や
学
校
週
５
日
制
の
完
全
実
施
に
伴

い
、
保
護
者
の
間
で
学
力
の
低
下
が

心
配
さ
れ
る
た
め
、
平
成
　
年
度
か

14

ら
、
独
自
に
「
野
田
市
教
育
環
境
整

備
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
児
童
な

ど
の
土
曜
日
の
有
意
義
な
過
ご
し
方

の
一
つ
と
し
て
、「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
」
や
「
オ
ー
プ
ン
サ
タ
デ
ー
ク
ラ

ブ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は
、
毎

月
第
２
・
４
・
５
の
土
曜
日
に
各
小

学
校
を
会
場
に
、
算
数
の
補
充
・
発

展
を
目
指
し
て
、
算
数
ド
リ
ル
の
学

習
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、　
月
　
日
上
か
ら
は
、
新

10

24

た
に
小
学
１
年
生
も
参
加
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」

で
、
児
童
の
勉
強
を
指
導
・
支
援
を

す
る
「
指
導
者
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）

18

※
教
員
免
許
状
の
有
無
は
問
わ
な
い
。

【
業
務
内
容
】学
年
に
応
じ
た
児
童
の

算
数
学
習
の
指
導
・
支
援

【
時
間
】
第
２
・
４
・
５
の
土
曜
日

で
、８
時
　
分
～
　
時
　
分

45

11

15

※
学
校
の
行
事
な
ど
で
、
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す

【
場
所
】
市
内
各
小
学
校

【
期
間
】　
月
～
平
成
　
年
３
月

10

22

※
指
導
者
は
謝
礼
あ
り

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
指
導
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

算数のドリル学習を中心算数のドリル学習を中心にに

と
違
う
よ
う
な
画
像
処
理
を
し
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
写
真
は

紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】　
月
　
日
鞘
ま
で
に

10

16

写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
日
時
を
記

入
し
た
紙
を
貼
り
、
封
書
で
〒
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ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
写
真
は
返

却
し
ま
せ
ん
）。

【
賞
品
】
採
用
者
に
は
、
写
真
を
掲

載
し
た
市
勢
要
覧
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
刊
行
物
に
は
、
大
字
名
、
氏
名
を

掲
載
し
、
ま
た
、
市
報
な
ど
の
市
で

発
行
す
る
冊
子
に
掲
載
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係 ―

　
市
で
は
、
平
成
　
年
春
発
行
予
定

22

で
、野
田
市
を
紹
介
す
る
冊
子「
市
勢

要
覧
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　「
市
勢
要
覧
」に
掲
載
す
る
予
定

で
、”
野
田
の
魅
力
を
表
現
す
る
写

真
”を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、撮
影
者
・
被
写
体
と
も
に
市

民
に
限
り
ま
す
。

【
応
募
内
容
】
手
札
判（
Ｌ
）の
プ
リ

ン
ト
（
家
庭
用
プ
リ
ン
タ
で
写
真
用

紙
に
印
刷
し
た
も
の
も
可
）

　
後
で
ネ
ガ
や
電
子
デ
ー
タ
の
提
出

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
写
真
は
、
応
募
者
本
人
が

撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
で
、
被
写

体
の
了
解
は
必
ず
得
て
く
だ
さ
い
。　

　
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
場
合
は
、　
万
画

500

素
以
上
で
撮
影
し
た
も
の
で
、
真
実

　
市
で
は
、
定
額
給
付
金
の
申
請
書

を
、４
月
に
一
斉
に
配
布
し
、８
月
　14

日
現
在
、対
象
世
帯
の
　
・
８
パ
ー
セ

94

ン
ト
に
、給
付
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、

　
月
８
日
障
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

10申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
中
に
申
請
が
な
か
っ

た
場
合
に
は
、辞
退
し
た
も
の
と
見
な

さ
れ
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、給
付
率
の
増
加
に
伴
い
、

「
野
田
市
定
額
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」と
市
役
所
８
階
の「
定
額
給
付
金

相
談
コ
ー
ナ
ー
」は
、７
月
　
日
で
終

24

了
し
ま
し
た
の
で
、申
請
書
の
記
載
方

法
な
ど
、ご
不
明
な
点
は
、定
額
給
付

金
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
定
額
給
付
金
室

　
関
宿
斎
場
の
指
定
管
理
者
募
集

「
野
田
の
魅
力
」を
撮
っ
た
写
真
を

定
額
給
付
金
の
申
請
は
　
月
８
日
ま
で

10

　
市
で
は
、「
行
政
改
革
大
綱
」
と
、

同
大
綱
の
具
体
的
な
実
施
計
画
と
し

て
策
定
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
方
針
に
基
づ
き
、
平
成
　
年
４
月

21

ま
で
に
、
合
計
　
の
 公
 の
施
設
に
指

お
お
や
け

25

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
活

力
を
有
効
活
用
し
て
、
経
費
の
削
減

と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
は
、
平
成
　
年
４
月

22

か
ら
野
田
市
関
宿
斎
場
（
中
戸
　
番
４９６

地
）
に
も
、
同
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
要
項
配
布
期
間
・
場
所
】
９

月
１
日
火
～
９
月
　
日
水
の
８
時
　

30

30

分
～
　
時
　
分
（
土
、
日
、
□祝 
を
除

17

15

く
）
に
、
市
民
課
窓
口
で
、
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
募
集
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
現
場
説
明
会
】
９
月
　
日
木
　
時

10

14

か
ら
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
第
２

集
会
室
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）
で
、

募
集
要
項
の
説
明
後
、
関
宿
斎
場
へ

移
動
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
で
募
集
要
項
は
配
布

し
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
入
手
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
、
現
場
説
明
会
に
不
参
加

で
も
可
能
で
す
が
、
現
場
説
明
会
以

外
に
、
同
様
の
説
明
の
機
会
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
応
募
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
、
で
き
る
限
り
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
、
募
集
要
項
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
民
課



　
市
で
は
、
施
設
の
見
学
を
通
し

て
、
市
の
仕
事
な
ど
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
バ
ス

で
各
施
設
を
見
学
す
る
「
公
共
施
設

等
見
学
会
」
を
　
月
２
日
金
に
開
催

10

し
ま
す
。

【
集
合
場
所
・
時
間
】
市
役
所
＝
９

時
　
分
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
＝
　
時

50

10

　
分
。
い
ず
れ
も
「
行
政
資
料
コ
ー

20ナ
ー
」

【
コ
ー
ス
（
予
定
）】
関
宿
総
合
公
園

体
育
館
師
市
役
所
（
議
場
）
師
（
昼

食
・
自
由
）
師
郷
土
博
物
館
師
清
掃

工
場

【
定
員
・
費
用
】　
人（
抽
選
）・
無
料

30

【
持
ち
物
】
ス
リ
ッ
パ
・
筆
記
用
具

【
申
込
み
】
９
月
　
日
金
ま
で
に
、

11

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１
枚

で
２
人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
集
合
場
所
、
市
報

に
関
す
る
意
見
な
ど
を
明
記
し
、
〒
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課
「
公
共
施
設
等
見
学
会
」
係
へ

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

―

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
等
見
学
会
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供

　
犬
や
猫
の
フ
ン
を
放
置
す
る
な
ど

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
フ
ン
を

必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
や
、
適
正
な
管

理
と
し
つ
け
を
行
う
な
ど
、
周
り
に

迷
惑
や
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
を
一
部
助
成

　
ま
た
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
問
題

に（
財
）千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

と（
社
）千
葉
県
獣
医
師
会
で
は
、
動

物
愛
護
週
間
に
ち
な
み
、毎
年
、飼
い

犬
や
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費

用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
犬
や
子
猫
が
生
ま
れ
て
困
っ
た

り
、
育
て
ら
れ
な
い
方
は
、
必
ず
不

妊
・
去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
助
成
金
額
】
５
千
円

【
対
象
】（
社
）
千
葉
県
獣
医
師
会
員

の
動
物
病
院
で
年
内
に
手
術
予
定
の

飼
い
犬
・
飼
い
猫

【
応
募
方
法
】
９
月
　
日
日
～
　
日

20

26

土
に
専
用
の
往
復
は
が
き
で
（
１
世

帯
あ
た
り
１
頭
の
応
募
に
限
る
、
期

間
前
後
の
消
印
は
無
効
、
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
細
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を

【
問
合
せ
】
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の
こ

と
は
環
境
保
全
課
、
手
術
費
用
助
成

の
こ
と
は
（
財
）
千
葉
県
動
物
保
護

管
理
協
会
☎
　（
　
）７
８
１
４

043
214

ペ
ッ
ト
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

 監
査
結
果
の
勧
告
を
受
け
て

　
　
農
業
委
員
会
が
旅
費
な
　

　
ど 
を
市
へ
返
還

　
監
査
委
員
は
、
農
業
委
員
会
が
昨

年
５
月
に
実
施
し
た
視
察
研
修
の
住

民
監
査
請
求
に
対
し
て
、
平
成
　
年
２１

６
月
５
日
に
「
視
察
研
修
に
公
務
性

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
一
般
の
観

光
旅
行
と
同
様
の
も
の
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
い
う
返
還
措
置
の

勧
告
を
、
市
長
へ
出
し
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
で
は
、
監
査
結
果
に
伴

う
勧
告
に
基
づ
き
市
長
が
講
じ
た
必

要
な
措
置
を
、
公
表
し
ま
す
。

　
市
長
は
、
農
業
委
員
会
へ
返
還
を

命
じ
、
農
業
委
員
会
は
、　
年
６
月

21

　
日
付
け
で
、
市
へ
　
万
９
千
　
円

26

69

50

を
返
還
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
随
行
職
員
も
、　
年
７
月

21

１
日
付
け
で
、
市
へ
４
万
５
千
円
を

自
主
返
還
し
ま
し
た
。

※
全
文
は
、
市
役
所
・
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

 リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
アア
でで

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

　
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トト
やや
古
本
市

古
本
市

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
の
た
め
に
、　
月
　
日

10

24

土
と
　
日
日
に
市
役
所
で
、「
野
田
市

25

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
展
者（
市
民
）
を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
本
・

音
楽
Ｃ
Ｄ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト【

日
時
】　
月
10

　
日
日
　
時

25

10

～
　
時
15

【
場
所
】
市
役

所
庁
舎
前
杜

の
広
場
　

【
出
展
数
】　50

区
画
（
抽
選
）。
１
区
画
は
間
口
３
メ

ー
ト
ル
で
奥
行
き
２
メ
ー
ト
ル

※
市
外
の
方
は
申
込
締
切
後
、
空
き

状
況
に
よ
り
受
付

【
出
展
料
】　
円
（
保
険
料
な
ど
）

500

【
申
込
み
】
９
月
　
日
金
当
日
消
印

25

有
効
で
、は
が
き（
１
人
１
枚
・
重
複
申

込
は
失
格
）に
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
明
記
し
、〒
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市
役
所
清
掃
計
画
課「
リ
サ
イ
ク
ル
フ

ェ
ア
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」係
へ

※
飲
食
品
販
売
、
営
利
目
的
、
未
成

年
者
の
み
の
出
展
は
不
可

◎
古
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
提
供
さ
れ
た
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
「
古
本
市
」

―

で
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

【
回
収
期
間
】　
月
１
日
木
～
　
日
水

10

14

【
回
収
場
所
】
次
の
施
設
に
回
収
箱

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
正
面
入
口
（
総
合
案
内

前
）、
北
・
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
欅
の
ホ
ー
ル
、
い
ち
い
の
ホ
ー

ル
、
関
宿
北
部
公
民
館
、
関
宿
中
部

公
民
館
、
関
宿
南
部
公
民
館

※
多
量
の
場
合
は
、　
月
８
日
木
に
、

10

自
宅
ま
で
取
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、

回
収
日
の
前
日
ま
で
に
、
清
掃
計
画

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】
①
週
刊
誌
や
参
考
書

類
、ゲ
ー
ム
Ｃ
Ｄ
な
ど
は
対
象
外
、②

書
店
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
取
り
外
し

て
、書
名
が
わ
か
る
状
態
で
、③
音
楽

Ｃ
Ｄ
は
、必
ず
ケ
ー
ス
に
入
れ
る

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

不用品をリサイク不用品をリサイクルル



講
座
・
教
室

◆
精
神
障
害
者
家
族
教
室
　
９
月

　
日
木
　
時
～
　
時
　
分
野
田
健

10

14

16

30

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。「
精
神
科
に

お
け
る
相
談
員
の
役
割
」
と
題
し

た
講
演
会
や
家
族
交
流
会
。
精
神

障
害
者
の
家
族
や
支
援
者
。　
人
30

（
抽
選
）。
申
込
み
は
９
月
８
日
火

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
４

 
８
１
５
５
へ

◆
体
育
館
で「
ヨ
ガ
教
室
」　
①
関

宿
総
合
公
園
体
育
館
…
９
月
　
日
11

～
　
月
２
日
の
毎
週
金
　
時
～
　

10

14

15

時
。
全
４
回
。　
歳
以
上
の
女
性
。

20

　
人（
抽
選
）。
参
加
費
千
　
円
。

30

500

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
。
②
総
合
公
園

体
育
館
…
９
月
　
日
～
　
月
９
日

21

11

の
毎
週
月
　
時
～
　
時
　
分
。
全

10

11

30

８
回
。
高
校
生
以
上
。
先
着
　
人
。

30

参
加
費
４
千
円
。
申
込
み
は
①
は

９
月
９
日
水
必
着
で
電
話
か
往
復

は
が
き（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

年
齢
・
☎
を
明
記
・
１
家
族
１
通
）

で
〒
　
 
０
２
２
５
平
井
　
関
宿

270

401

総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
９
８
 

８
５
０
０
へ
、
②
は
９
月
５
日
土

―

―

―

～
　
日
木
に
直
接
総
合
公
園
体
育

17
館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５
へ

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド

基
礎
編
」　
　
月
２
日
～
９
日
の

10

火
金
　
時
～
正
午
野
田
公
民
館

10

で
。
全
３
回
。　
歳
以
上
の
市
民

20

で
、
簡
単
な
文
章
入
力
の
で
き
る

方
。　
人（
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代

23

　
円
。
申
込
み
は
９
月
　
日
水
必

500

16

着
で
往
復
は
が
き
（
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
☎
を
明
記
）
か
直
接
返

信
用
は
が
き
を
持
参
で
〒
　
 
０

278

０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田
公
民

168

館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
講
座
な

ど
　
①
企
画
展
「
舟
か
ら
船
へ
」

…
　
月
６
日
火
～
　
月
　
日
日
９

10

11

29

時
～
　
時
　
分
（
入
館
は
　
時
ま

16

30

16

で
）。入
館
料
　
円（
高
校
・
大
学
生

300

　
円
、
中
学
生
以
下
・
　
歳
以
上

150

65

無
料
）。②
郷
土
食
講
座
「
そ
ば
打

ち
」
…
　
月
　
日
、　
月
　
日
、　

10

11

11

15

12

月
６
日
の
日
９
時
　
分
～
正
午
。

30

全
３
回
。全
回
参
加
で
き
る
方
。先

着
　
人
。
参
加
費
３
千
円
。
③
歴

20
史
講
座
「
川
の
歴
史
と
文
化
を
探

る
」
…
　
月
　
日
日
　
時
　
分
～

10

18

13

30

―

―

―

―

　
時
　
分
。
先
着
　
人
。
参
加
費

15

30

30

　
円
。
申
込
み
は
②
は
９
月
　
日

200

11

金
、
③
は
９
月
　
日
金
か
ら
同
博

18

物
館
☎
７
１
９
６
 
１
４
０
０
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
移
動
子
ど
も
館
　
９
月
５
日
土

　
時
～
　
時
野
田
市
ス
ポ
ー
ツ
公

13

15

園
イ
ベ
ン
ト
広
場（
木
野
崎
）で
。

雨
天
、
強
風
時
は
中
止
。
工
作
や

ゲ
ー
ム
な
ど
。
当
日
会
場
受
付
。

問
七
光
台
子
ど
も
館
☎
７
１
２
７

 
２
１
６
６

◆
９
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
野
田
幼
稚
園
で
園
庭
開
放
　
９

月
８
日
火
９
時
　
分
～
　
時
。
親

30

11

子
で
保
育
体
験
や
絵
本
の
読
み
聞

―

―

か
せ
。
未
就
園
児
の
親
子
。
当
日

会
場
受
付
。
問
同
幼
稚
園
☎
７
１

２
２
 
２
４
５
０

◆
野
田
市
小
・
中
学
校
児
童
・
生

徒
自
然
科
学
作
品
展
　
９
月
　
日
12

土
、　
日
日
９
時
～
　
時
　
分（
最

13

16

30

終
日
は
　
時
　
分
ま
で
）
市
役
所

15

30

８
階
大
会
議
室
で
。
各
校
の
代
表

作
品
の
展
示
。
問
指
導
課

募
　
集

◆
保
育
所
の
臨
時
職
員
登
録
者
　

①
臨
時
保
育
士
＝
月
～
金
の
８
時

　
分（
８
時
か
ら
も
可
）～
　
時
の

30

17

間
の
７
・
５
時
間
。
②
昼
時
間
帯

勤
務
保
育
士
＝
月
～
金
の
　
時
～

11

　
時
の
間
の
２
時
間
。
③
夕
方
勤

15務
保
育
指
導
員
＝
月
～
金
の
　
時
16

　
分
～
　
時
　
分
と
土
７
時
～
　

30

18

30

18

時
　
分
の
間
の
６
・
５
時
間
か
、

30
月
～
金
の
　
時
　
分
～
　
時
と
土

16

30

19

の
７
時
～
　
時
の
間
の
７
時
間
。

19

④
看
護
師
＝
月
～
金
の
間
の
２
日

以
上
で
９
時
～
　
時
の
間
の
４
時

18

間
。
勤
務
場
所
は
い
ず
れ
も
市
内

保
育
所（
あ
た
ご
・
南
部
・
尾
崎
・
古

布
内
保
育
所
を
除
く
）。①
は
要
保

育
士
資
格
、
②
は
保
育
士
資
格
取

得
者
優
先
、④
は
要
看
護
師
資
格
。

い
ず
れ
も
有
給
休
暇
あ
り
、
通
勤

手
当
支
給
。
①
の
み
社
会
保
険
加

入
。
問
児
童
家
庭
課

―
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侠

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
９
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

９
月
１
日
火
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
４
・
９
・
　
・
16

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

18
28

24

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
９
日
。８
人

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

11
25

16

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
９
日
。□市 
＝
　
日
。

15

２
日
間
で
８
人

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

15

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

17
28

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約（
９
月
１
日
火
９
時
か
ら
）

17

16

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

29

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

保
育
所
名

清

水

福

田

尾

崎

古
布
内

あ
た
ご

東

部

南

部

花

輪

乳

児
開
放
日

８
日
火

８
日
火

９
日
水

９
日
水

９
日
水

　
日
木

10　
日
木

24　
日
木

10　
日
火

15　
日
木

17

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
1

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４
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９
月
　
日
水
ま
で
の
納
期
の
市

30

税
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
３
期
）

③
介
護
保
険
料（
３
期
）

　
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
。

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
）

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時

13

16

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
３

13

30

16

日
）、
発
達
教
育（
７
日
）、
就
労
者
生
活（
　
日
）、
生
活
支
援

17

（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活（
　
日
）。
電
話
予
約

24

29

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
害

10

者（
１
日
）、
知
的
障
害
者（
２
日
）、
ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時

15

13

　
分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
害
者（
１
日
）、
身
体
障
害
者（
２

30

15

30

日
）、
精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

15

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

そ
の
他
の
相
談

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
成
年
後
見
な
ど
。　
日
鞘

18

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

10

14

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
岩
本
☎
７
１
２
９
 
１
８
６
７

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。
８
日
鍾

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―

―

―

―

約
は
、
予
約
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
３

４
 
６
９
９
１（
平
日
の
み
）へ

◆
つ
つ
み
野
一
丁
目
、
二
丁
目
の

郵
便
番
号
が
　
 
０
０
３
８
に
　

278

８
月
８
日
か
ら
新
し
い
町
名
と
な

っ
た「
つ
つ
み
野
」の
郵
便
番
号
が

決
定
。
問
郵
便
事
業（
株
）野
田
支

店
☎
７
１
２
４
 
１
０
２
５

◆
博
物
館
開
館
　
周
年
記
念
特
別

50

展
の
図
録
販
売
　
　
月
　
日
月
９

10

12

時
～
　
時
ま
で
開
催
中
の
特
別
展

17

「
建
築
家
山
田
守
と
野
田
市
郷
土

博
物
館
」
の
図
録
を
博
物
館
で
販

売
。
Ａ
４
判
・
　
ペ
ー
ジ
。
価
格

110

千
円
。
問
同
館
☎
７
１
２
４
 
６

８
５
１

―

－―

―

に
。
問
野
田
公
民
館
☎
７
１
２
３

 
７
８
１
８

◆
　
月
５
日
～
　
日
は
鈴
木
貫
太

10

11

郎
記
念
館
臨
時
休
館
　
展
示
室
く

ん
 蒸
 の
た
め
。
休
館
中
の
関
宿
あ

じ
ょ
う

お
ぞ
ら
広
場
の
利
用
申
請
は
青
少

年
課
ま
で
。
問
社
会
教
育
課

◆
わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
　
　
月
10

　
日
日
は
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、

18　
月
　
日
日
は
南
部
梅
郷
公
民
館

10

25

で
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
対

13

16

象
は
昭
和
　
年
以
前
に
建
て
ら
れ

56

た
木
造
住
宅
。
希
望
者
は
　
月
１

10

日
木
か
ら
建
築
指
導
課
へ

◆
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院（
柏

市
）
で
　
月
か
ら
休
日
外
来
診
療

10

を
開
始
　
　
月
　
日
日
か
ら
の
第

10

１１

２
・
第
４
日
８
時
　
分
～
　
時
　

30

12

30

分
初
診
外
来
診
療
を
開
始
（
原
則

予
約
制
、
予
約
は
９
月
　
日
木
か

24

ら
）。診
療
科
目
な
ど
の
詳
細
や
予

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
小
児
の
い
び
き
症
と
睡
眠
時
無
呼
吸
症

　
成
人
の「
い
び
き
症
」や「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
」の

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
小
児
は
ほ
と
ん
ど
の

原
因
は
 口
  蓋
  扁
  桃
 肥
大
と
 咽
  頭
 扁
桃
肥
大（
ア
デ

こ
う
 が
い
 へ
ん
 と
う
 

い
ん
 と
う

ノ
イ
ド
肥
大
）
で
す
。

　
口
蓋
扁
桃
は
 口
  蓋
  垂
 （の
ど
ち
ん
こ
）の
両
脇
に

こ
う
 が
い
 す
い

あ
る
リ
ン
パ
腺
で
、
口
を
開
け
る
と
見
え
ま
す
。

咽
頭
扁
桃
は
 鼻
  腔
 の
突
き
当
た
り
の
上
咽
頭
に
あ

び
 く
う

る
リ
ン
パ
腺
で
す
が
、
大
き
さ
の
判
定
に
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
か
内
視
鏡
で
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
と
も
に
３
歳
こ
ろ
か
ら
肥
大
し
、
７
～
８
歳
で

縮
小
し
ま
す
が
、
個
人
差
が
有
り
肥
大
し
た
ま
ま

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
単
に「
い
び
き
症
」だ
け
で
は
切
除
手
術
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
睡
眠
時
無
呼
吸
」の
場
合
や
、

「
 滲
  出
  性
 

し
ん
 し
ゅ
つ
 せ
い

 中
  耳
  炎
 」
の
合
併
が
あ
る
と
き
は
手
術

ち
ゅ
う
 
じ
 
え
ん

を
し
た
方
が
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
手
術
は

通
常
５
歳
以
降
に
行
い
ま
す
が
、
事
前
に
耳
鼻
科

医
に
判
断
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。（
Ｙ
・
Ｙ
）

市
税
な
ど
の
納
期（
９
月
）

相
談
・
そ
の
他

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会
　
９
月
　
日
木

10

　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。

10育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方
と

受
け
た
い
方
。申
込
み
は
事
前
に
同

セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５

０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

◆
９
月
　
日
は
野
田
公
民
館
臨
時

14

休
館
　
定
期
清
掃
の
た
め
。
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
も
全
日
休
館

―

―

「
野
田
市
史
研
究
」第
　
号
を
販
売

20

　
郷
土
研
究
誌
『
野
田
市
史
研

究
』
第
　
号
を
、
市
史
編
さ
ん

20

担
当
、
市
内
各
図
書
館
、
郷
土

博
物
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】
座
談
会
「
野
田
を
語

関
宿
合
戦
の
諸
段
階
 
佐
竹
・

宇
都
宮
氏
の
動
向
を
中
心
に
／

関
宿
藩
牧
野
家
の
将
軍
御
成
に

つ
い
て
／
野
田
町
の
石
工
・
杉

崎
弥
八
 
そ
の
３
／
鈴
木
貫
太

郎
 
そ
の
人
と
生
涯（
上
）／
棋

士
「
渡
辺
東
一
日
記
」
を
読
む

（
三
）な
ど

【
体
裁
】
Ａ
５
判
、　
ペ
ー
ジ

218

【
価
格
・
部
数
】
千
　
円
・
　
部

180

100

【
問
合
せ
】
市
史
編
さ
ん
担
当

―

―

―

る
」
⑰
～

将
棋
棋
士

二
代
 
関

根
金
次
郎

か
ら
渡
辺

東
一
へ
／

―

建築家山田守の足跡建築家山田守の足跡をを

調査研究した成果調査研究した成果をを



兇

　
田
ん
ぼ
や
雑
木
林
が
広
が
る

里
山
は
、日
本
人
の
心
の
故
郷
で

す
。里
山
で
出
会
っ
た
生
き
も
の

た
ち
を
切
り
紙
の
題
材
に
し
て
、

シ
ン
プ
ル
な
形
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。は
さ
み
を
使
っ
た
楽

し
い
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

New Books
興風図書館の推せん図書

　
バ
ッ
タ
の
ト
ト
は
大
好
き
な
エ

ノ
コ
ロ
グ
サ
を
探
し
ま
す
。途
中

で
出
会
う
虫
た
ち
は
、だ
れ
も
が

お
い
し
そ
う
に
お
食
事
中
。で
も
、

エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
は
な
か
な
か
見
つ

か
り
ま
せ
ん
。昆
虫
の
食
べ
も
の

が
テ
ー
マ
の
科
学
絵
本
で
す
。

「里山へようこそ　今森
光彦のすてきな切り紙」
日本放送出版協会

講
演
会
・
教
室

◆
人
形
劇
講
座
　
９
月
　
日
木
～
　

10

10

月
　
日
木
　
時
～
　
時
総
合
福
祉
会

22

13

16

館
で
。全
５
回
。人
形
劇
団
「
木
ぐ
つ

の
木
」
に
よ
る
人
形
の
製
作
と
人
形

操
作
。参
加
費
２
千
円
。申
込
み
は
９

月
９
日
水
ま
で
に
 
野
田
文
化
研
究

会
☎
・
思
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
郷
土
史
講
座
「
江
戸
時
代
・
野
田

の
村
」
　
９
月
　
日
土
　
時
　
分
～

12

13

30

　
時
　
分
北
部
公
民
館
で
。
吉
田
ゆ

15

30

り
子
氏（
野
田
市
史
編
さ
ん
委
員
）に

よ
る
講
演
。　
人（
抽
選
）。
参
加
費

60

－

　
円
。
申
込
み
は
９
月
８
日
火
ま
で

700に
松
村
☎
７
１
２
５
 
５
６
８
６
へ

◆
野
田
文
化
講
演
会
　
９
月
　
日
日

13

　
時
～
　
時
　
分
興
風
会
館
で
。
高

14

15

30

橋
敏
夫
氏（
早
稲
田
大
学
教
授
）に
よ

る「
藤
沢
周
平
の
魅
力
」と
題
し
た
講

演
。
入
場
料
千
円
（
高
校
生
以
下
　500

円
）。当
日
会
場
受
付
。
問（
財
）興
風

会
☎
７
１
２
２
 
２
１
９
１

◆
食
育
講
習
会
「
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

で
い
ろ
い
ろ
混
ぜ
て
焼
い
て
み
よ
う
」

　
９
月
　
日
土
　
時
～
正
午
七
光
台

19

10

会
館
で
。親
子
で
パ
ン
ケ
ー
キ
作
り
。

２
歳
～
小
学
校
低
学
年
の
親
子
。
先

－

－

着
　
組
。
参
加
費
１
人
　
円
。
エ
プ

20

200

ロ
ン
と
三
角
巾
を
持
参
。
申
込
み
は

９
月
５
日
土
～
　
日
金
に
 
子
育
て

18

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
っ
く
っ
く
☎
・
思

７
１
２
９
 
８
０
８
９
へ

◆
寺
子
屋
講
座「
芸
道
文
化
講
座
」　

９
月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分

20

13

30

15

30

市
民
会
館
で
。髙
梨
綾
子
氏（
中
央
小

学
校
教
育
史
料
館
編
さ
ん
委
員
）
に

よ
る
「
　
年
前
の
小
学
校
を
の
ぞ
い

140

て
み
よ
う
」が
テ
ー
マ
。先
着
　
人
。一

20

般
　
円
、学
生
　
円
、５
歳
～
小
学
生

500

250

　
円
。
申
込
み
は
９
月
５
日
土
か
ら

100 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６

８
５
１
へ

◆
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
　

　
月
５
日
月
、
６
日
火
、
７
日
水
千

10葉
県
消
防
学
校
な
ど
で
。
全
３
回
。

参
加
費
１
万
３
千
　
円
（
学
生
９
千

900

－

－

　
円
）。申
込
書
の
請
求
と
申
込
み
は

900〒
　
 
０
０
５
２
港
区
赤
坂
２
 
　

107

16

 
５
赤
坂
Ｔ
ガ
ー
デ
ン
ビ
ル
内
災
害

救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
事

務
局
☎
○０３ 
３
５
８
４
 
４
０
８
５
へ

◆「
介
護
員
養
成
」講
習
会
　
　
月
　

10

19

日
月
～
　
月
　
日
金
９
時
　
分
～
　

12

25

20

16

時
　
分
柏
の
葉
公
園
セ
ン
タ
ー
（
柏

45
市
）
で
。
全
　
回
。　
歳
～
　
歳
の

25

60

65

未
就
職
者
。　
人（
抽
選
）。
申
込
み

40

は
９
月
　
日
水
必
着
で
往
復
は
が
き

30

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
・
返
信

用
宛
名
を
明
記
）
で
〒
　
 
０
０
１

260

３
千
葉
市
中
央
区
中
央
３
 
９
 
　16

（
社
）千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
☎
　（
　
）５
１
１
２
へ

043
227

◆
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
東
葛
飾

in

　
　
月
　
日
土
　
時
～
　
時
　
分
さ

10

24

14

16

15

わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）

－

－

－

－

－－

－

で
。 瀬
  地
  山
  角
 氏
（
東
京
大
学
大
学

せ
 
ち
 
や
ま
 か
く

院
教
授
）
に
よ
る
「
笑
っ
て
考
え
る

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と
題
し

た
講
演
な
ど
。先
着
　
人
。託
児
サ
ー

60

ビ
ス
あ
り（
要
予
約
）。
申
込
み
は
事

前
に
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
し
フ
ァ

ク
ス
で
ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
４
０
 
８
６

０
２
・
思
７
１
４
０
 
８
６
０
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
文
協
即
売
と
展
示
会
　
９
月
６
日

日
　
時
～
　
時
興
風
会
館
で
。
陶
芸

10

15

品
や
手
芸
品
な
ど
。
売
り
上
げ
は
野

田
市
文
化
団
体
協
議
会
事
業
基
金
な

ど
に
。
問
井
上
☎
７
１
５
２
 
２
９

４
７

◆
関
彩
会
　
９
月
７
日
月
～
　
日
日

13

９
時
～
　
時
（
初
日
は
　
時
か
ら
、

17

13

－

－

－

「おなかのすいた
ばったのトト」
得田之久・作
福音館書店

拶７１２３-７６１１
拶７１２５-７９８１
拶７１２９-８８１１
拶７１９８-４９４６

興風図書館
南 図 書 館
北 図 書 館
せきやど図書館

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

江川地区の里山風景

　市の最南部で利根運河に隣接し、大規
模な谷津田空間を残す江川地区には、オ
オタカやサシバなどの猛禽類や、ニホン
アカガエル、ホタルなど、貴重な動植物が
多く息づいています。
　同地区は、かつて大手開発事業者により、
宅地整備が計画されていましたが、現在
では、自然保護団体などの協力もいただ

きながら、東京ドーム１９個分にあたる約
９０ヘクタールの区域で、ビオトープ化（生
物生息空間）を進めています。
　今年４月には、本格的な「水田型市民農
園」（１.４ヘクタール）も開園し、市内外から
約６００人が参加。手で苗を植え、草取りや
野草観察など、有機肥料・減農薬の昔なが
らの米づくりを行い、実りの秋を迎えます。
＜アクセス＞まめバス新南ルート「しらさぎ通り入口」徒歩５分

昔ながらの米づくり体験も



失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

競

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

   　

 愛  依 ちゃん
あ い

（１９.４.２４生）
〔小菅和俊・和美さん（長女）・桐ケ作〕

 創  太 くん 
そう た

（２０.９.１９生）
〔浅野学・ひろみさん（長男）・五木〕

最
終
日
は
　
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ

15

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
４
～
６
号
の

水
彩
画
約
　
点
。
問
河
原
☎
７
１
２

40

９
 
７
０
１
４

◆
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル「
エ
ン
ジ
ェ

ル
キ
ッ
ズ
」　
９
月
９
日
水
　
時
　

10

30

分
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。読
み
聞
か

11

せ
の
体
験
や
手
遊
び
。当
日
会
場
受
付
。

問
吉
田
☎
７
１
２
４
 
０
１
０
３

◆
運
河
・
理
窓
公
園
植
物
観
察
会
　

９
月
　
日
土
９
時
運
河
駅
集
合
、　

12

13

時
解
散
予
定
。樹
木
や
野
草
の
観
察
。

参
加
費
　
円
。
筆
記
用
具
や
昼
食
を

200

持
参
。
当
日
会
場
受
付
。
問
小
瀧
☎

７
１
５
３
 
９
９
５
５

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
　
９
月
　12

日
土
、　
日
日
９
時
～
　
時
　
分
中

27

10

30

－

－

－

央
公
民
館
で
。
全
２
回
。
小
中
学
生
。

先
着
　
人
。
参
加
費
１
回
千
　
円
。

10

500

申
込
み
は
９
月
５
日
土
か
ら
鈴
木
☎

　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

090◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
育
児
の
日
…
９

月
　
日
土
　
時
～
　
時
　
分
。
②
お

12

10

11

30

し
ゃ
べ
り
会
…
９
月
　
日
水
　
時
　

30

10

30

分
～
　
時
　
分
。０
～
３
歳
の
親
子
。

11

30

い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド

館
で
。
費
用
　
円
。
当
日
会
場
受
付
。

50

問
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１

３
６
７

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
９
月
　
日
日

13

８
時
　
分
～
　
時
清
水
正
光
館
で
。

30

15

初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
　
ク
ラ
ス

12

で
対
局
。
参
加
費
千
円
。
申
込
み
は

前
日
ま
で
に
駒
崎
☎
７
１
２
２
 
４

－

－

－－

４
７
４
へ

◆
絵
画
サ
ー
ク
ル
展
　
９
月
　
日
火

15

～
　
日
土
　
時
～
　
時
（
初
日
は
　

19

10

17

13

時
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
）
野

16

田
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
４
～
　
号
の
油
彩
画
と

10

水
彩
画
約
　
点
。
問
打
田
☎
７
１
２

30

９
 
３
６
３
０

◆
野
田
地
方
史
懇
話
会「
史
跡
探
訪
・

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
足
利
市
を
訪
ね

る
」　
９
月
　
日
木
　
時
足
利
駅（
東

17

10

武
伊
勢
崎
線
）
集
合
、　
時
解
散
予

16

定
。
足
利
学
校
な
ど
。　
人（
抽
選
）。

50

参
加
費
千
　
円
。
申
込
み
は
９
月
８

500

日
火
ま
で
に
川
崎
☎
７
１
２
９
 
７

３
４
６
へ

◆
秋
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　

－

－

９
月
　
日
醤
９
時
か
ら
総
合
公
園
庭

20

球
場
で
。男
女
各
１
部
・
２
部
。参
加

費
１
組
２
千
円（
高
校
生
千
　
円
）。

500

申
込
み
は
９
月
５
日
土
～
　
日
木
に

10

岡
野
☎
７
１
２
４
 
３
２
５
９
へ

◆
野
田
俳
句
連
盟
秋
季
俳
句
大
会
　

９
月
　
日
日
　
時
～
　
時
興
風
会
館

27

10

17

で
。
当
日
　
時
ま
で
に
未
発
表
の
当

11

季
雑
詠
２
句
提
出
。
当
日
発
表
の
席

題
あ
り
。
先
着
　
人
。
参
加
費
千
円
。

80

当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
９
月
　
日
15

火
ま
で
の
提
出
も
可
。
問
小
張
☎
７

１
２
２
 
０
４
４
４

◆
心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
　
９
月

　
日
日
　
時
　
分
～
　
時
　
分
野
田

27

13

30

17

15

東
武
ホ
テ
ル
で
。「
心
が
人
生
を
つ
く

る
」と
題
し
た
講
演
な
ど
。先
着
　
人
。

100

－

－

参
加
費
千
　
円
。
申
込
み
は
９
月
５

500

日
土
～
　
日
土
に
野
田
モ
ラ
ロ
ジ
ー

26

事
務
所
☎
７
１
３
４
 
２
６
１
１
へ

そ
の
他

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
相
談
会
　
９

月
７
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
東
葛
地
区
看
護
職
就
職
説
明
会
　

　
月
　
日
土
　
時
　
分
～
　
時
柏
商

10

17

10

30

15

工
会
議
所（
柏
市
）で
。
申
込
み
は
　10

月
９
日
金
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
☎

を
明
記
し
、
千
葉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
☎
　（
　
）６
３
７
１
・
思
　（
　
）

043
247

043
247

６
６
２
０
へ

－

－

◎
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
当
選
者
…
８
月
１
日
号
の
正
解
は「
ゆ
め
は
ん
と
う
」で
し
た
。　
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

４２

選
の
結
果
、当
選
者
は
志
小
田
静
子
様
、清
忠
師
様
、戸
辺
麻
子
様
、平
澤
孝
司
様
、吉
澤
弘
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、

二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｆ

の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
の
３
ペ
ー
ジ

に
答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝
秘
書

広
報
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
よ
し
あ
し
。

②
金
属
製
の
輪
を
つ
な
い
だ
も
の
。

③
ゼ
ロ
。

④
ふ
る
さ
と
へ
帰
り
た
い
気
持
ち
。

⑦
夏
の
次
は
。

⑧
漢
字
で
書
く
と「
肘
」。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
ま
ぁ
～
だ
だ
よ
。

⑤
災
害
を
う
け
る
こ
と
。

⑥
ひ
さ
し
。

⑨
十
三
世
名
人
関
根
―
―
。

【
応
募
方
法
】官
製
は
が
き
に
９
月
　
日
１５

火
必
着
で
、答
え（
ひ
ら
が
な
で
も
カ
タ
カ

ナ
で
も
可
）、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す
る
ご
意
見
を

明
記
し
、〒
　
―
8
5
5
0
野
田
市
役
所

２７８

秘
書
広
報
課「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に

「
図
書
カ
ー
ド
」を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
正
解
と
当
選
者
は
　
月
１
日
号
で
発

１０

表
し
ま
す
。
な
お
、当
選
者
の
方
は
氏

名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。



※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０５１号　平成２１年９月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２１.８.１現在）●人口＝１５７,０９９人（＋７２）　男＝７８,９２２人（＋４３）　女＝７８,１７７人（＋２９）●世帯数＝６０,８４６世帯（＋８９）　●市の面積＝１０３.５４㎢

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失失

童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
③

山
中
直
治
と

　
 　
　
乗
松
隆
一

▼
８
月
９
日
の
夜
、
東
海
道

南
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
揺
れ
と
は
感
じ
な
か

っ
た
の
で
、
す
ぐ
終
わ
る
だ

ろ
う
と
油
断
し
て
い
ま
し
た
。

意
外
に
揺
れ
の
時
間
が
長
く
、

途
中
か
ら
揺
れ
も
大
き
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
慌
て
て
し

ま
い
ま
し
た
▼
そ
の
時
、
地

震
が
嫌
い
な
娘
は
、
素
早
く

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
り
こ

ん
で
い
ま
し
た
。油
断
大
敵
、

万
一
の
と
き
の
心
構
え
が
大

切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
▼
さ

い
わ
い
野
田
市
は
震
度
３
で
、

被
害
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す

▼
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
時
期
に
防

災
意
識
の
向
上
を
　
（
と
）

　
昭
和
２（
１
９
２
７
）年
６
月
　22

日
、
町
立
野
田
高
等
女
学
校
（
現

在
の
県
立
野
田
中
央
高
等
学
校
）

へ
音
楽
科
担
当
と
し
て
着
任
し
た

乗
松
隆
一
は
、
昭
和
　
（
１
９
３

14

９
）
年
３
月
　
日
ま
で
非
常
勤
の
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教
師
と
し
て
同
校
に
勤
め
ま
し
た
。

　
開
校
当
時
は
校
歌
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
乗
松
は
山
田
耕
筰
の

内
弟
子
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
校

歌
制
定
に
向
け
て
山
田
や
北
原
白

秋
へ
作
曲
や
作
詞
を
依
頼
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。「
千
葉
県
立
野
田

高
等
学
校
　
周
年
誌
」（
昭
和
　

40

42

年
）に
は
、「
校
歌
を
作
っ
た
こ
ろ
」

と
題
し
た
乗
松
の
原
稿
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
『
発
足
当
時
の
野
田
高
女
に
は

校
歌
が
無
か
っ
た
の
で
、
何
か
上

品
な
曲
を
校
歌
の
代
わ
り
に
と
思

い
、
歌
わ
せ
て
頂
い
た
の
が
北
原

白
秋
先
生
作
詩
、
山
田
耕
作
先
生

作
曲
の「
少
女
の
歌
」で
あ
っ
た
。

「
す
が
す
が
し
わ
れ
ら
少
女
よ
」と

歌
う
生
徒
を
見
る
に
つ
け
、
こ
の

生
徒
達
に
校
歌
を
作
っ
て
や
り
た

い
と
思
っ
て
、
校
長
先
生
に
お
願

い
し
て
予
算
を
組
ん
で
頂
い
た
の

は
、
い
つ
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
。

再
度
の
戦
災
の
為
に
、
一
切
の
記

録
を
失
っ
た
が
、
確
か
講
堂
に
ピ

ア
ノ
が
購
入
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
。
私
は
恩
師
、
山

田
耕
作
先
生
に
お
話
し
、
又
予
て

可
愛
い
が
っ
て
頂
い
て
い
た
北
原

と
い
つ
出
会
い
、
ま
た
直
治
を
ど

う
評
価
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昭
和
８
年
６
月
、
東
京
の
音
楽

出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
山
中

直
治
童
謡
曲
集
』
の
序
文
に
乗
松

は
「
…
私
は
八
年
前
（
大
正
　
年
14

ご
ろ
）
偶
然
山
中
君
を
知
り
、
こ

の
地
方
に
稀
有
の
樂
才
に
興
味
を

以
て
度
々
指
導
し
た
。
其
後
同
君

は
多
忙
な
教
員
生
活
の
餘
暇
を
以

て
其
の
實
際
的
見
地
を
經
と
し
其

樂
才
を
緯
と
し
て
數
多
く
の
作
品

を
産
ん
だ
。
私
は
同
君
に
作
曲
に

對
す
る
暗
示
を
與
へ
た
者
と
し
て

今
日
君
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド

専
属
作
曲
者
と
な
っ
て
の
方
面
に

於
て
も
活
躍
せ
ら
る
る
を
知
り
嘗

て
の
私
の
豫
想
が
的
中
し
た
事
を

心
秘
か
に
誇
る
と
共
に
、
同
君
を

有
す
る
事
は
單
に
野
田
小
學
校
の

誇
り
の
み
で
は
な
く
千
葉
縣
教
育

界
の
誇
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
も

特
に
申
添
へ
た
い
…
（
以
下
略
）」

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

※
文
中
敬
称
略（
次
号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】
山
中
直
治
童
謡
曲

集（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
楽
譜
出
版
社
） 童謡曲集に掲載の乗松の序文

白
秋
先
生
に
も
お
話
し
し
た
と
こ

ろ
、「
君
が
教
え
て
い
る
学
校
の
校

歌
な
ら
喜
ん
で
書
こ
う
」
と
の
こ

と
。
正
に
当
時
の
二
大
芸
術
家
が

作
ら
れ
た
高
等
女
学
校
の
校
歌
は
、

私
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
野
田

高
女
が
最
初
で
あ
っ
た
ろ
う
…

（
以
下
略
）』と
。
作
詞
さ
れ
た
の

が
昭
和
４
年
１
月
　
日
、
作
曲
が
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同
年
１
月
　
日
で
し
た
。
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と
こ
ろ
で
、
乗
松
は
山
中
直
治

昭和８年に刊行された「山中直治童謡曲
集」／興風図書館所蔵

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）たんぽぽこどもクリニック（☎７１２６－８１１８）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）６日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１３日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）うちだ内科クリニック（☎７１２７－８１８１）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２０日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）あら山こどもクリニック（☎７１２９－７１４９）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２１日（月）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）むらた内科循環器科クリニック（☎７１２７－８８００）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２２日（火）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）岡田小児科医院（☎７１２２－２５１９）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２３日（水）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）江医院（☎７１２４－２８３１）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）２７日（日）


